
英語科
英語の定着状況

具体的な課題

　
課題の原因 課題解決の方策

次年度の数値目標

　学力定着度調査結果としては、教科全体で８０％以上正解している。
　カテゴリー別では、基礎問題（アルファベットなど）は８２．９％正答、活用問題
（助詞、助動詞、作文など）は８０．３％となっている。解答形式では、選択式８
１．８％、短答８５．６％、記述式７７．７％と、記述式の問題でやや正答率が下
がった。
　人称代名詞の意味を理解して、文を完成させる問題は、不正解がやや多かっ
た。

〇英語学習に対する苦手意識がある。
〇学んだことを活用する力や活用しようとする意欲を伸ばす。

〇聴き取る力
　AllEnglishで授業を進める中で、
理解できない児童の苦手意識が
生まれたり、表現することの恥ず
かしさから、英語学習への拒否感
が出たりする。
　

〇「やってみたい」と思う授業の仕
掛け
　授業の中で自分の実力を試す時
間の設定や、学習したことを生活
の中で生かす場面が少ない。

〇JST（物語を語る活動）で音声言語を育て
る。
　『しっかりと聞くこと』を意識させ、英語らし
く聞こえるためのリズム・イントネーションの
体得を図る。
　
〇英語に親しむ。
　ビンゴ、トランプ、すごろく、間違え探しなど
を活用し、ゲーム形式で英語に親しむように
する。また、チャンツや歌を積極的に取り入
れ、単語や英文を身に付けやすくしたり、表
現することに慣れたりできるようにする。

〇学習意欲の向上につながる授業展開
　ペア練習を取り入れ、分からないことを聞
き
やすい学習形態にする。
　世界の文化を知り、行ってみたい、もっと
知
りたい、話したいなどの意欲の向上につな
がるようにする。

　昨年度、教科全体が８９％の正答率だったので、次年度は、８０％台後半まで
再び上がるように、目標をもって取り組む。
　特に、活用問題の正答率が５％以上上がるように取り組む。


